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他人の畑で雑句ザク！ あなたが知らないほうがいい世界
ドラゴン(松岡ヒロシ)




　男というのは、異性、たまに同性にモテようと、何かと無い知恵を絞るものです。まだパンツに親から名前を書かれている頃からそうだったのではないでしょうか。

　そんな年頃までは、見た目がいいのはもちろんですが、勉強ができる、足が速い、逆立ち歩きができる、エレクトーンを習ってて家が金持ち、ドリフのギャグを完コピできる等々、モテ要素はその辺りでなんとなく決まっていました。しかしそこは昭和の小学生、コソコソっと「長江くんって、かっこいいよねー」とその場で言われるだけで、二人でデートしたりチュッチュさわさわな結果に結びつくなどということは、まずありませんでした。でもまあ、そんな風に女子に言われていたら、チョコをもらったりお誕生日会に呼ばれたり、いろいろ特典もありましたし、横目に見ながらうらやましかったのは確かでした。

　しかし今から思い返せば、なんであんなヤツがモテてたんだろう？という野郎もいました。

　小学5年で、すでに女性担任の身長ほどまで成長し、骨格もアリアリと男性になりつつあった野郎がいました。そんな体格で少年野球もやっており、運動神経はもちろんいいし頭もソコソコよろしい。家も中産階級でまともな両親。そんな彼の振る舞いや言動が、丸坊主でしたが彫りの深い顔と相まって、私たちのような底辺の、いつも夕方再放送のアニメとプラモしか話題がない連中にとっては、とても大人びた感じに見え、今で言えばまるで阿部寛のようなかっこよさで男女問わずちょっとした憧れでした。バレンタインチョコも何人かに渡されていて、チョコを下品な金ぴかジジイのセカンドバッグのようにチョンと面倒くさそうに持ち、私たちの前を通り過ぎていったものです。

　ここまではいいのです。こんな話だけなら、なんだかいい男じゃないですか。

　しかし20年後に同窓会があり、紆余曲折を経て酸いも酸いも味わった私たちの前に現れた、そのモテ野郎。久しぶりに見たそれは「規格外品のジャガイモと上祐史浩のジャイアント馬場添え」のようなゲテモノに成り下がっていました。私の旧友とも「おい、あれは水害でグズグズになった根菜かなんか？」と、我々の記憶にあった彼とは似ても似つかぬ姿に首をひねっていました。うーん、これは何かがおかしいと、うちに帰りさっそく昔のアルバムを見ましたが、SサイズかLサイズかの違いで、やはり歪なジャガイモ以外の何物でもありません。ちょっとした気の迷いでその場で作られる空気、といいますか、ガキが生み出す時空の歪みというのは、素人が捏ねた粘土細工も阿部寛に変えてしまう恐ろしいものなんですね。しかも身長の伸びもその辺りで止まっていて、あのぞんざいな扱いをしたバレンタインチョコも縁遠くなっていたようでした。

　おっと、話を戻しまして。




　あまり容姿の見てくれと頭の都合がよろしくない私のような者は、普段おいそれと近づけない女の子たちになんとか近づきたいと、常に共通の趣味や話題を探していて、あわよくば、そこにいる意中の娘と二人きりに持ち込み、チュッチュぐいぐいチチクリあえないかなんて、いろいろ妄想してみたり挑戦してみたりします。私もリボンなど少女マンガ雑誌を買ってみようと思ったのですが、なかなか書店で買う勇気なんぞ持ち合わせていませんでしたし、そんな勇気は少しエロい本を買うことに消費していました。

　そんな自分の身の程も考えず、この際ちょっと顔が平べったいコケシ似のあの暗い娘でもいいやという妥協、といいますか、勝手な葛藤も繰り広げていました。日々もう頭の中はそんなことでグルグル回り、算数ドリルなんてそっちのけです。物理学者と名乗るたんなる変わり者オヤジが「できた！これで世界は変わる！」と言い張る自称永久機関のようなものが、ガチャコン・ガチャコンと胸に鳴り響いていました。




　小4のある日、クラスのうるさガタの女の子たちが、放課後にいろいろと話をしています。それを帰り支度をしながらなんとなく聞いていた私は、ひとつの突破口を発見します。




　そうです、心霊です。

　怖い話、といいますか、霊魂の話です。

　どんなバカや日陰者でも、怖いものはあります。その怖いものの代表格として、お化けというか幽霊というものが、どうやら女の子には大人気のようです。怪物や妖怪の類いではなく、それは大人の世界でも通用する、なんだか「お前まだ生えてないのかよ」に近い話題です。しかも、もうすでにマセはじめた娘は放課後遅くまで教室に残り、窓から差し込む夕陽に輝きながら「これ先輩の知り合いの話だけどさ…」とやっている姿が、これまたなんとも言えない色気があったのです。だって小学生で先輩だなんて、もうなんかを経験しているようではありませんか。そこに意中の女の子はいませんでしたが、私たちには遠く、なんだか共通の話題で盛り上がる姿が秘密めいていて、とてもロマンチックにも見えました。まあだいたいはB路線の方々でしたが。




　ということで、私も幽霊・心霊の類いを貪るようになりました。女の子に近づきたい一心で。




　しかし、どこから手をつけていいのか。元来怖がりで頭の中がガンダムと愛犬のことしかない私は悩みました。「ジャズって興味あるけど、どれから聞けばいいの？」という、頭が甘ったるい娘がよく口にするフレーズに似たものが、私の中でもずっとコダマしていました。

　B子ちゃんたちが話している内容は、怪談というより霊体験の話なので、歯医者の待合室や親に連れられてやって来た喫茶店で読んだ、得体の知れない作家の怪奇マンガや日野日出志のスプラッターマンガの話なんか相手にされないのは、先ほどの妖怪の話じゃありませんが、さすがにわかっていました。

　そこで、いつも立ち読みでお世話になっていたあの薄汚い書店で、心霊関係の本を探すことにしたのです。

　その気になって探すと、なぜかこの薄汚い書店にはそれ系の本がわんさかありました。よく見分けがつかない私には、それが心霊体験記の本なのか、頭の中が普通よりあたたかい人が神様の化身と言い張る本なのか、よくわかりません。かといって、当時子ども向けの心霊本はほとんど無く「お化けが出るゾー」だとか「こわい！ゆーれい話」などのようなものばかりで、子ども心に「バカにしとんのか！」というものしか見当たりませんでした。

　そんな、これでもないあれでもないと探していると、なんとキャッチーなタイトルの本が棚に並んでいるではありませんか。

「恐怖の心霊写真集 中岡俊哉著」

　心霊写真だと？……うぅなんだこれは！

　本の表紙には、見知らぬおばちゃんがドンといて、そのおばちゃんのお腹辺りに巫女姿の泉ピン子みたいな霊体がはっきり写っている写真の一部を使った、かなりのインパクトがあるものでした。しかも、この見知らぬおばちゃんのプライバシーを守るために目には棒線が引いてあり、そこがまた迫真のリアリティー、といいますか、ウィークエンダーやワイドショーなどでもお馴染み被害者のアレだ！という、大人の世界のいろんなややこしいことを乗り越えた上での秘密の暴露を垣間見るような、ちょっとその辺りのB子ちゃんたちがやっていた「えーっ、こわーい」なんてな霊体験なんかよりも、数段上を行く大人の世界のものでした。

　しかもその表紙にあるキャッチコピーが、これまたブランデーを片手に大人がタバコをくゆらせながら呟いたような、プロフェッショナルな文が添えてあるのが、なんともタマりませんでした。

「果たして霊魂は存在するのか？人類永遠の謎に、いま三次元メカニックが挑戦する。現代の科学では解明不能な世にも不思議な世界がここにある」

　この挑発的でありながら冷静な物言い。ランドセル背負ったまま、横にぶら下げた給食袋が近くを通る人に当たろうが気にする余地もなく、食い入るように表紙をしばらく眺めていました。

　そしてパラパラと中を覗くと「これだ！」と、身体の芯から叫び声が聞こえました。その心霊写真たちは、いろんな所に潜むやつや、そのものズバリなやつ、はたまた中には「どうやっても霊は見えないけど、霊がいるというとこは犯罪現場のように○で囲ってあるし、写っている人も目線が隠されてるから、これはホンモノだ！」というものもありますが、もう他のものには目もくれず、後日、親にウソをついて小遣いをせしめ、いつも浮遊霊のようなダラリと生気の無いおばちゃん店員へ「どうだ、今日は大人な本を買ってやったぞ」と言わんばかりにバシッとレジに持っていきました。まあ普通に「はい、どうも」とビニール袋に入れられただけでしたが。

　B子たちなんかより、ワンランク、いやいやツーランク上の本を買ってやったぞ！と少々興奮しながら店を出てふとレジを振り返ると、おばちゃんはいませんでした。おばちゃんが霊魂だったんじゃないのかな。ということは、霊に金を取られた上に、これでは万引き犯になっちまうじゃん！どうせならタダでよかったじゃん！などと、単にレジ下でゴソゴソやっていたおばちゃんがレジ前にまたヌラ～と現れても、勝手にそんなことを考えたりしつつ、ニヤニヤっとこれからの前途明るい小学ライフに、素っ気ないこの本屋のビニール袋と、給食のカレー汁が点々とついた体操服に覆われた胸を膨らませていました。




　しかし、まだまだ牛乳が早く飲めることが一つの勲章になる年頃の子どもには、あまりにも内容が濃すぎました。写真も凄いけど解説文が漢字だらけ。

　しかし買った翌日、「恐怖の心霊写真集」をランドセルの中に忍ばせ、給食後の休み時間に、まずはいつもつるんでいる私たち小汚い男子グループに見せました。

「うわ、ほんとお化けがこんなとこにおるわ！なんじゃこりゃ！！……怖い」

　ドン引きでした。

　私もまだ写真についての説明文を読み込まずに持っていったので、ただ無言で「どうだ」と差し出したような状態になり、騒ぐ臭い私たちグループの連中を見て、なんだなんだと他の小綺麗な優等生グループも寄ってきてしまいました。

「うーわ、まっちゃ(当時の私のあだ名)、こんなん持っとるなんて絶対呪われとるわ！メッキ！」と次々に言われる始末。

　しまった！これでは女の子どころか仲間にも恵まれない小学生生活を送ることになってしまう、こりゃまずい！と、そんな雰囲気になりそうになったところで、割と教室内カーストが上のほうな優等生的女子グループも遠巻きながらも寄ってきました。その中にクラスでもかわいいと人気の高い女の子がいまして、ズカズカと臭い私たちグループに入り込んで、私の持ってきた心霊写真集を手に取りました。

「なにこれ！すごいね、あたしもこういうのすごい興味ある」と、周りで騒いでいるヨゴレ共にかまわず写真集を黙って読み出したのです。

　それまで騒いでいた、私たちグループのへちゃむくれ面の下衆どもも、やはり人気の高い女の子のそんな姿を見て、いかにも頭の悪い態度を変えざるを得ません。もう吐きだめに女神、瞬間すぐにその娘を好きになってしまいました。

　隣りの席のいつも授業中に「グフ、グフ」という正体不明の音が聞こえる薄暗い女の子以外にも、もっと女の子に近づきたいという、人類が月に降り立つくらい難しい問題を、数ヶ月にわたったBAKA司令センターでのシミュレーションを遥かに上回るスピードで、この心霊という新しい道具は成果を出したのです。

「この一歩は小さなものだが、私にとっては大きな……その後なんだっけ？」

　これがまた夏の直前、タイミングはバッチリです。テレビでもチラホラ心霊番組をやりだす季節になり、となれば、ますます私がそこいらの子ども達よりも、ハードでヘヴィな本を持っている、キャーキャー言っているだけのB子たちよりも誰よりも、実はまっちゃは専門家かもしれないということで、この前放送した心霊番組でやっていたものについてどう思うのか聞いてきたり、B子から聞いた話について私の見解を知りたがったり、私の周りに女の子も含めて放課後に集まるようになりました。いつも足の匂いかパンツに付いたウンコの匂いしかしなかった、容姿や頭や家柄が不都合だらけの私たちグループにも、ようやくシャンプーの甘い香りが混じるようになりました。

　そうとなれば、自宅へ帰れば宿題なんか最初からないものとして放置し、中岡センセーの鑑定文や、本の中ほどにある心霊体験記事を熱心に読み込みました。そして、心霊のツキが当時の私にはあったのでしょうか、こんな本がうちのテレビ棚にあった！と、その時にはじめて我が家に以前からあったことを知った「世界の不思議」という、フォックス姉妹とポルターガイスト現象、バミューダトライアングルや人体発火現象など扱ったオカルトまめ百科本のタイムリーな発見も、「恐怖の心霊写真集」しかない私の付け焼き刃な心霊知識と、ハッタリを増強してくれました。しかし、中岡センセーの解説は、やはりまだ小学生には難しい文体や漢字だらけでした。地縛霊の漢字がわからず親に授業で出たから読み方教えてと言って、「んなもん授業に出るわけないやろ！」と叩かれながらも、仕入れたばかりの心霊科学なるものの用語や、百科本のインチキ臭い海外のオカルト話、私独自の勝手な妄想解釈も含めて、中岡センセーの専門的な硬く冷静に怖いことを述べる文体の言い回しをマネて、適当でそれ風なことをいろいろ(解説)していました。

　そしてその年の夏、私たちの間には空前の心霊ブームがやってきました。




　夏休み、朝といえばラジオ体操。昼といえば普段見られないワイドショー。

　そうなんです、やってるんですよ昼間っから。夏休み心霊特集というものが。

　実は「恐怖の心霊写真集」を買った私がいちばん心霊写真にビビっていまして、しばらく夜は便所へ行けなくなっていましたが、すでにB子たちよりも、より大人びた心霊の専門家としての名声を得つつあるこの状況で、これらを観ないわけにはいきません。しかし怖いながらもお気に入りだったのは2時のワイドショーの心霊特集と、3時にあいましょうの心霊写真のミニコーナー。確か3時にあいましょうでは「さて今日は心霊写真の特集です」と、司会者のオヤジがのっぺりアナウンスすると、ビジュウ～ビジュウ～ビジュウ～ビジュウ～という下品極まりないシンセの音が鳴り、コーナーへ入っていった記憶がありますが、どなたか覚えている方はいらっしゃらないでしょうか。後年、私はよくこのテーマの音とメロディをマネしていましたが、未だこのテーマ音を知っている方に出会ったことはありません。もしかしたら、私の生温かいノーミソが勝手にいろんな所からサンプリングして作り上げた妄想かもしれませんね。それならそれで、なかなかどうして私もよくわからない才能があったということですから、まあ気にせずこれからもマネします。




　そんな心霊漬けの毎日で、新たに「続・心霊写真集 カラー版」を入手。これは父親の友人夫婦が自分たちも読みたいからと、パチンコで勝ったそのあぶく銭の一部で、まず自分たちがひとしきり読んでから私にくれました。しかし気分転換にマンガも読みたいなと思い、できたばかりの狭苦しい古本屋でマンガを物色していましたら、タイトルはなんかダサいけど横に小さく「恐怖心霊リポート」と書いてあった上に、値札は新品の半額でしたし分厚いものだったので、それとなく買ったのが、70年代にあった昭和心霊ブームの代表的マンガの一つ「うしろの百太郎」でした。私の世代のジャリ社会には全く知られていませんでしたが、私より10ほど歳が上の世代では有名なようでした。しかしまあ、ご存知、これがいちいちエピソードに関連して心霊科学的な解説を入れられ、その解説コマ下に小さく「参考文献 ○○大学超心理学科論文」というのような大人なものが書いてあり、心霊研究の学術的な切り口の会話もテンコ盛りだったので、ますます専門的な心霊にハマり込んでいきました。ちなみに買ったそれは第5巻。おもいっきり途中から始まっています。

　そういった専門的な内容があるものを読んでいると、扱いが小さかったり大きかったりしつつ必ず目につくのは「日本心霊科学協会」なる、聞いたことのない団体。

　私は小学生の頃に空手をやっていましたので、道場が所属する、まあなんとなく日本空手協会みたいなものかなというくらいの感覚で、当時の心霊頭に置いていました。




　夏休みに突入してからは、いつもの私たち小汚い男子グループで、キックベースやら超合金の見せ合いやら、出始めた家庭用ビデオゲームでブロック崩しにギャラクシアン、はたまた近所の山に入って「水曜スペシャル・川口浩探検隊」ごっこをして遭難しかけたりしつつも、小汚い我が仲間には内緒で、女子キャッキャ心霊グループにも参加していました。

　もう、夢心地です。ある女の子の家に5～6人集まって、女の子が持ち寄る怖い話や女の子向け雑誌に載っている恐怖体験記事で盛り上がり、学校では少し容姿が不自由というカテゴリーの娘が焼いてくれるホットケーキをつまみに、麦茶をグイッと、あーでもないこーでもないと夕方までやっていました。

　女の子の部屋で女の子ばかり。これはもう、いい匂いしかしません。そんな中ではそのホットケーキを焼いている娘も学校の時とは違い、エプロンして粉をかき回す姿やみんなのコップにそれとなく麦茶を注ぐ姿が色っぽく見えるもので、「よし、この娘はキープ」と、勝手なことを思ったものでした。

　この後、この女の子グループの中でそのホットケーキ娘とハッテンして、私の初恋愛のようなことがあったのですが、それはまた何かの機会にでも。




　夏休みも中盤に差し掛かり、いつものように昼12時はワイドショー番組を観ながらの昼食。すると、いつもは「アフタヌーンショー」を観ていたのですが、テレビは「お昼のワイドショー」になっていました。

　12時を打つ振り子時計に、まだコンロで味噌汁をかき混ぜている母親。ミーンミンと裏山にしがみつくセミの合唱混じりに、オドロオドロしい映像とナレーションがテレビから流れてきたのです。




「……この世に地獄があればこそ、あの世にも地獄が続く。生と死、二つの世界を人の心がつないでいる。人は死んでも、人の怨みや呪い、悲しみは決して消えることはない。死んだ者たちが甦るとき、あなたは本当の人の世を知ることとなる。それが、あなたの知らない世界……」




　薄暗い中、ゴツゴツした岩石に大量のロウソクが揺らめく映像、くぐもったナレーション、シャンシャーア～ン……というBGM。もうこれだけで、一瞬にして真昼間にあの世を体感させてくれました。

　一般人から番組に送られてきた心霊恐怖体験を再現ドラマにし、ドラマの最後に体験した主人公が「このようなことを体験したのですが、これからも私は呪われたままなのでしょうか」というような、VTR終了後に行われる識者による解説につなげる終わり方をしていました。

　当時の私には、この再現ドラマが非常に恐ろしく、思わず2杯目のごはんを残すほどでした。




　実はこの「あなたの知らない世界」、もっと幼い、確か5～6歳頃にも観ていて、トラウマを抱えていたのです。おぼろげなのですが、ドラマの最後、血に染まった風呂桶を、こちらに向かって泣きながらかき回し続ける主婦の映像がしつこく頭の中に焼き付いていて、何かのきっかけで急に思い出しては、漠然とした恐怖に震えていました。

　しかし、もう私も小4です。クラスの、いや学年の中の誰よりも心霊の専門家です。B子たちなんか目じゃないくらい大人な心霊話ができます。しっかりドラマ後の解説を聞いて、心霊知識と解説という大人びた口調を学ばなければいけません。白塗りの婆さんが子どもの首を毎晩絞める続ける怖い再現映像も、ここは夜の便所と引き換えに観ました。

　そして、さぁお待ちかね、解説の時間がやってまいりました。画面に現れたのは、ヒョロっとしながらも背筋をシャンと伸ばし、やけに色素の薄い、極東ロシア人のような中年の紳士でした。

　司会者が「こちら霊魂など心霊研究をされている、日本心霊科学協会の新倉イワオさんです。どうでしょうか、今回のこのような体験というのは」とやると、その紳士は共演者に何度も会釈をしながら、とても優しいボソボソした声で「どうぞ新倉です、よろしくお願いいたします」と、必ず挨拶を入れて、極めて優しく優しくこの恐ろしい話の因果関係を心霊科学的に解説しだしました。

　私は、もちろん再現ドラマにも肝を潰しましたが、恐ろしいVTRの後に、この新倉イワオのソフトでわかりやすい解説スタイルにも衝撃をうけました。




「いや、これは霊がどうのという問題以前に、肉親への愛情の不足に問題があるんですよ。だからご先祖様からの愛情も届かなくて、こういった霊障を受けてしまうんです」

「一番の供養は、御墓参りや宗教の儀式ではなくて、その亡くなった方を想い出して想いやることなんです」




　なんだか恐ろしい話も、さすがにおっかさんがメインターゲットの番組。優しいルックスと口調で、心霊科学もありつつ、家族愛や人を思いやる心につなげる解説は、茶碗についた米粒もちゃんと食べなさい的な、実に家庭的で道徳的なものも絡ませ、劣等小学生の私にもとても染み入るものでした。実際に女性コメンテーターのような人が、新倉センセーの解説に大きく溜め息混じりにうなずいたりしていて、他の番組に出てくる霊媒師や解説者の脅しのようなものと違い、女性には大変受けがよろしかったように見えました。

　これは私も導入しなくてはと、「あなたの知らない世界」からは大変多くの刺激をいただきました。




　そのすぐ後日、また誰かが近郊にある心霊スポットの情報を得たから、キャッキャ心霊女子会を今度は違う子の家でするからね、という連絡がきました。

　さて、早速ニークラスタイル発動のチャンスです。




　今回の心霊女子会はみんなでクッキーを作るというギミック付きでしたので、エプロンをそれぞれ持参ということになっていました。私の親はこの地に引っ越す前にスナックを経営していましたので、ウケ狙いというものもありましたが、ちょっぴりみんなより大人に近い世界にいるんだよ～、いろいろ勉強以外のことを知っているんだよ～、本当は偉いんだよ～、というようなことをアピールするために、ブランデーの「レミーマルタン」のロゴの入ったボーイ用のエプロンを持っていきました。

　計算通り、女の子たちは「なにそれ、カッコイイね」と興味津々でしたが、ここでちょっと歯車が狂ってしまいます。その集まった女の子の家のお母さんが、火を使うなら一緒にいると言って、キッチンに入って来たのです。すると、そのお母さんが「ええ、なにこれ！レミーマルタンじゃない」と、最初は子どもがお酒なんて！と怒られるかと思ったのですが、「あ、そう。前はスナックやってたんだぁ」と、業務用に頑丈に作られたマルタンエプロンをマジマジ見ながら、こちらも興味津々でした。

　その後のクッキーをつまみつつ、私の心霊写真集を回し読みしながらの心霊スポット報告や、またB子から教えてもらった心霊体験、私のそれに対する適当な解説にも、そのお母さんは同席していました。

　私はすでに中岡俊哉のような、いかにも恐ろしげな怨霊だの悪霊だの取り憑かれるなどの言葉はなるべく使わず、ニークラスタイルを導入したニークライズム溢れる解説を展開しました。




「霊も寂しいんだよ、僕たちも一人ほっとかれたら寂しくて暴れたくなるのと同じだよ。この話の女の子は、おそらく、父方の祖先から何か霊障を受けているはず。だって女の子だもん、父方だね。たまには御線香をあげて想い出してあげたら、ご先祖様も守護霊として働いてくれて、こんなことにはならなかったんじゃないかなというのが、心霊科学的な考えだね」




　一体どこが科学的なのか、さっぱりわかりませんが、このようなことをゆっくり優しくテキトーに喋っていました。すると、お母さんがいかにも感心した風に「はあ、大したもんだね～しっかりしてるわ。やっぱり大人の中で育ったからしっかりするんかね」と、先ほどのレミーマルタンも引き合いに出して、私の解説に誰よりも食い付いていました。女の子たちは、私の解説が今まであった恐ろしげな刺激が減ったので、少々退屈そうにしていましたが、お母さんは「はあ」「へえ」を繰り返してました。

　さすが新倉イワオのニークライズム、田舎の主婦なんてイチコロです。当時9歳の男の子にも手応えは十分にありました。

　しかしここで、お母さんが禁断の言葉を発しました。

「まっちゃって、霊が見えたりもしてるんじゃない？」

　こう大人に食いつかれた子どもの多くは、ついついこんなことを言ってしまうのではないでしょうか。




「はい」




　以下、次号に続く。
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　しばらく整備していなかったので、おれは思い切っておもちゃをオーバーホールすることにした。洗い矢とオイルでバレル内の汚れを丁寧に除く。機関部の汚れも取り除いた。分解から組み立てまで、半日を要したほどだ。

　こんな姿を奈緒美が見たら、きっと半狂乱になるだろうな。

　タマの在庫も確認する。三ケースあった。しばらくは大丈夫だろう。マガジンは五つある。五つともタマを満杯にした。そのうちの一つをおもちゃに取り付ける。したがって、予備は四つというわけだ。

　そんなに必要とは思えないのだが、念には念を入れたほうがいい。

　夜、洋子から女用のスマホに電話が掛かってきた。浅川に交渉して、二百万を返してもらえるように掛け合おうと言う。おれは彼女に、危ない目に合わないでくださいと応えた。その人、乱暴なんでしょう。あたしはお金は諦めますから。

「でも、あたしの気がすまないの」

　洋子は涙声になってしまった。

「お願いですから、無理はしないでください」

　おれは彼女を慰めるように言う。

「探偵さんが何とかしてくれますから、洋子さんは心配しないで」

「でも」

「それよか、また会いませんか？」

「うんうん！　会う会う！」

　洋子の声は途端にはしゃいだものになってしまった。

「いつもお酒飲んでばかりだから、たまにはドライブでもしませんか？」

「ドライブ？　いいわねえ。雅子ちゃんはどこへ行きたい？」

「洋子さんとなら、どこでもいいです」

「じゃあ、いっそのこと一泊旅行にしない？」

「……変なことしませんか？」

「しないしない。約束する。でも、キスだけはさせて」

「しょうがないですねえ。じゃあ、キスだけですよ」

「ねえ、湘南に行かない？ すてきなペンションを知ってるの」

「……泳ぐんですか？」

「何か問題？」

「あたし、カナヅチなんです。海はどうも苦手で」

「じゃあ、街をぶらつくだけにしましょう」

「わかりました。言いだしっぺはあたしだから、あたしが車を出します」

「いいの？　ガソリン代は持つわ。じゃあ、今週の土曜日の朝九時にあたしんちまで来てくれる？」

「日曜日は榊原さんと会うんじゃないんですか？」

「平気平気。それまでに帰ればいいから。ペンションは予約しておくね」

「ありがとうございます。じゃあ、土曜日の九時に」

　洋子は有頂天の声のまま電話を切った。さっきまで涙声だったのが嘘のようだ。おれは苦笑した。

　しかし、一緒にホテルに泊まって大丈夫だろうか。キスだけという約束だが、洋子は我慢できなくなって力ずくでおれを犯そうとするかもしれない。もちろん、おれは簡単に彼女をかわせる自信がある。だが、揉みあっているうちに男であることがばれたら事だ。まあ、力をセーブしながらなるべく体に触られないようにするか。

　それでも、寝ている間に襲われたらどうだろう。一晩や二晩の徹夜は平気だが、なんだかかったるいなあ。一泊旅行を約束しなければよかったと思うが、後の祭りだ。どうでもなれだ。

　なんなら、ついでに浅川も誘うか。旅行先でぶちのめして金を取り戻すかな。まあ、それは冗談だが。知り合いの探偵に任せているということになっているからな。少なくとも、洋子がいるところで浅川と会うわけにはいかないか。

　待てよ？　ひょっとしたら、洋子はおれをはめようとするんじゃないのか。浅川に脅されて。

　洋子としてはそんなことは絶対にしたくないだろうが、浅川に脅されてはどうしようもないだろう。旅行先の湘南のホテルで待ち伏せしたりしてな。ありうることだ。今の世の中、何だってありうる。

　逆に言えば、洋子と付き合ってたら浅川と出くわすチャンスはいくらでもあることになる。

　おれは旅行におもちゃを持っていくことにした。バッグの奥底に、四つのマガジンとともに忍び込ませる。
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　さて、土曜日の朝だ。おれは朝っぱらから念入りに化粧をする。メークアップベースにチーク。アイシャドウにアイライナー。サーモンピンクの口紅。どんなに念入りに化粧しても、し過ぎるという気はしない。おれは化粧して普通にふるまっていれば男であることがばれないという自信があるが、何しろ旅行だ。何度も異常接近する機会があるだろう。髭は大丈夫だ。おれは髭を永久脱毛している。

　問題は、いつの間にか化粧が剥げてしまうことだ。どこかの店に入るときに、いちいち化粧室で化粧をし直さなければならない。それと、夜だ。洋子は、おれが夜になっても化粧を落とさないのを不審に思うだろう。これはたいして問題ではない。すっぴんに自信がないと言って、化粧をし続けるのだ。実際にそれで一人の女を騙したことがある。

　風呂もご法度だ。裸を見られるのは論外だが、バスタオルを体に巻き付けた姿でも見られるわけにはいかない。シャワーぐらいは浴びたいんだがな。諦めるか。急に風邪気味になったとでも言い訳して。

　衣装は水色のワンピース。ゆったりしていて、暑い日でも涼しく過ごせる。洋子は喜ぶかな。喜ぶかもしれない。スカートがひらひらだから、手を突っ込みやすいだろう。もっとも、ロングだからまくり上げるのに苦労するだろうが。

　女装用の下着を悟られたら、すべておじゃんだ。

　化粧がすっかり終わり、自分でも納得のいくような出来栄えになったことを確認して、おれはクワトロに乗り込む。もうレンタカーは必要ない。知ってるやつはナンバーでレンタカーであることを見破るだろう。それと、女の子らしいアクセサリーで室内を飾り付けた。リアシートにはぬいぐるみやクッションまで置く。

　三百万の金に困っている女がクワトロを所有していると不審に思われるかもしれないが、なに、両親に買ってもらったとでも言えばいい。

　洋子のマンションに到着したのは九時数分前。マンションの駐車場に入れるわけにはいかないのでしかたなしに路上駐車する。

　玄関のドアを開けた洋子は、嬉しそうな顔だったが、なんだか疲れているような様子でもあった。何かあったかな。浅川に何かされたのだろうか。気取られないように彼女の顔を注意深く見る。よく見ると、右目の下に微かなあざがあり、それを化粧でごまかしている。

　何かで、浅川に脅されたのだ。おれは確信した。

「ちょっと待ってて。今支度するから」

　洋子はそう言っておれを中に入れた。パンプスを脱いで上がった途端、彼女はおれに迫ってきた。両手でおれの顔を挟み、キスしようとする。

「まだだめ」

　おれはわざと溜息をもらしながら言った。

「路上駐車だから、早く行かないと」

　洋子は不満そうな顔になったが、あっさりと諦めた。

「ほんとに泳がなくていいの？ 湘南よ」

「ごめんなさい。水着を持ってきませんでした」

「そっか」

　バッグの中身を確認すると、二人で外へ出る。

「あれ？　外車だ」

　おれのクワトロを見ると、洋子は軽く声を上げた。おれは恥ずかしそうな表情を顔に浮かべた。

「親に買ってもらったんです。大学の卒業祝いに」

「そうなの」

「この車を売ったらお金も何とかなると思うんですけど、そうもいかなくて」

「そりゃそうよ」

　おれはドアロックをリモコンキーで開錠し、ドアを開けた。洋子はいそいそと乗り込んでくる。だが、同時にやはり疲れているような様子でもある。おれはそのことでは何も言わなかった。気づかないふりをしているほうがいい。

「雅子ちゃんち、お金持ちじゃないの？」

「そんなことないです。お金持ちだったら、親に三百万円出してもらってます」

「そっか」

「ペンションの住所を教えてください。カーナビに入力しますから」

「わかった」

　洋子はモバイル用の宿泊予約サイトにスマホでアクセスした。おれはその画面を見て、表示されたペンションの住所をカーナビに入力する。

　とりあえず、首都高に入る。そこから、最終的には横浜横須賀道路で湘南に向かうことになるが、なるべくスピードはセーブして行ったほうがいいだろう。あまり運転が巧いと思われたくはない。

　昼は一般道路に降りて洒落たレストランを見つけ、入っていった。そこでおれは化粧を直した。暑くて、化粧が浮き上がりがちだ。ついでにフェラガモの香水を耳たぶに振りかけた。脇の下には携帯用の制汗剤をスプレーする。男の匂いを気取られたらたまらない。

　食事をする間も、洋子は気もそぞろ状態だった。おれはそれに気づかないふりをして彼女にガールズトークをふっかけた。すると話に乗ってきて笑いながらおしゃべりをするのだが、どうも様子がおかしい。疲れているんじゃない。絶対に浅川に何かされたのだ。それを聞き出そうかと思ったが、脅されていたら決して話しはしないだろう。しかたなしにおれはそのままうぶな女の子を演じ続けた。

　なんだかんだといろいろ寄り道をしたので、ペンションに着いたのは夕方だった。チェックインしてすぐに、ペンションのオーナーの奥さんの手料理のディナーとなる。おれははしゃぎながら、洋子に話しかけながら食べた。実際、おいしい料理だった。話題にするに足る逸品だ。食後にはタルトが運ばれてきた。おれは喚声を上げた。

　食後は街をそぞろ歩きだ。おれたちはいろんな店に入り、いろんなところでスマホで写真を撮った。その辺を歩いている通行人に頼んでツーショットを撮ってもらったりもした。そんなとき、洋子はおれの両肩に手を乗せ、寄りかかってポーズをとる。仲のいい女友達というより、いっそ恋人同士だ。おれは情けない笑顔になってしまった。

　さて、そろそろこの辺で夜のための布石を打つ必要がある。

「暑いですね」

　おれは何気なしを装って言った。

「そうね」

　洋子はほかに気を取られているような口ぶりだ。

「でも、風は涼しくなってきたじゃない？」

「そうですね。風のせいで、汗が引くかしら」

　洋子はおれに目を向けた。

「じゃあ、早めにペンションに戻ってシャワーを浴びる？」

　おれはにやりと笑ってみせる。

「一緒にお風呂に入りたいなんて、言いませんよね？」

「そんな」

　洋子は慌てて言う。

「そんなこと、思ってもみなかったわ」

「約束はキスだけですよ」

「わかってるわかってる」

　おれたちはいくつか気に入ったものを買い込み、ペンションに戻った。ついでにコンビニで缶のカクテルとつまみになりそうな菓子を買った。

　ペンションの部屋に入ると、洋子はおれをベッドの上に座らせ、両手でおれの顔を挟んで迫ってきた。おれは身を固くするふりをしながら、それでもされるがままにしていた。

　最初に二、三回、軽く突っつくように唇に唇を触れる。それから、舌でおれの唇の奥のほうをそっと舐める。

　そしておれの唇を自分の唇で完全にふさぐと、狂おしげに吸いはじめた。

　音を立てて吸うその仕草に、おれは固くしていた体の力を抜いた。彼女のテクニックに圧倒されて力が抜けてしまったという図だ。

　いったん唇を離し、洋子は囁いた。

「雅子ちゃんって、ほんとにきれい」

「こ、これ以上はだめです」

　おれはそう言ったが、洋子はすぐにまた唇を近づけてきた。再びおれの唇を塞ぎ、今度は舌を差し込んでくる。おれはちょっともがくふりをした。洋子の興奮はますます高まっていく。唇を重ねたまま、彼女はブラウスのボタンをはずして脱ぎはじめた。おれは強引に唇を離した。

「ま、待ってください」

　洋子は不満げな目でおれを見つめる。

「どうしたの？」

「服を脱いでどうするんですか」

「え？」

　そこで、彼女はやっと自分のしていることに気づいた。顔を赤くして、ブラウスを着直す。

「ごめんなさい。さ、もう少しいいでしょ？」

　おれは目を閉じた。洋子の唇がおれの唇に触れて、再び舌が入ってくる。そのなまめかしい動きに、おれは図らずも少し興奮してしまった。

　奈緒美には、このことは絶対に言えないなあ。

　キスをしたまま、彼女はごくゆっくりとおれをベッドの上に押し倒す。すっかり仰向けになったところで、おれは彼女を下から押し戻す仕草をした。

「やめて。これ以上はやめて」

「何言ってるの。キスしかしてないでしょう」

「でも」

「約束は守る。でも、雅子ちゃんも約束は守って。キスはいいと言ったでしょう」

「でも、押し倒す必要はないでしょう」

「その気になってきた？」

「お願いだから、そんなことは言わないでください」

　おれがその気になったと思ったのだろう。約束を守ると言いながら、洋子はおれを押し倒したままおれの体にまたがり、のしかかってきた。体をぴったりと密着させて、キスを再開する。密着されると、ちょっとまずいんだけどな。胸のパッドは本物みたいに弾力のあるものだから大丈夫だが、ずれると困る。下半身もまあ何とかなるだろう。女装用の下着を穿いているので出っ張ってはいないし、股間をこすりつけはじめたら強引に押しのけるつもりだ。

　だが、洋子はほんとうに約束を守った。体はぴったりと密着してきたが、胸や股間に手を伸ばしたりはしなかった。それどころか、唇以外の場所にキスをしなかったくらいだ。首筋にも鎖骨にも唇を触れたりはしなかった。かえっておれのほうが少々物足りなく思った。

　十数分もして、洋子はやっとおれを解放した。おれはベッドの上で上体を起こし、喘ぐふりをする。洋子は目を細めて微笑み、おれの頬にほんの一瞬だけのキスをした。

「とうとうキス友になっちゃったね」

「あたし、そんなつもりはありません」

　鏡のところへ行き、おれはかつらを直した。

「化粧を直してきます」

「どうして？」

　鏡に映る洋子は不思議そうな顔だ。

「もう夜よ」

「あたし、すっぴんに自信がないんです」

「まさか」

　洋子は笑う。

「ほんとなんです。あたし、化粧をしてないと男の子みたいになるらしいんです。高校のとき、そうやってみんなからいじめられました」

「でも、雅子ちゃんはボーイッシュっていう感じじゃないわよ。とっても女の子らしいわよ。もっとも、男の子みたいな雅子ちゃんも好きよ」

「洋子さんまでいじめないでください」

　おれはポーチを持ってバスルームへ行き、化粧を直した。

　額に手のひらを当てながら、バスルームを出ていく。目は半開きだ。

「どうしたの？」

「ちょっとのぼせてしまったかもしれません」

「あたしのせい？」

　おれは力なく笑った。

「だったらいいんですけど。ちょっと、風邪ひいちゃったみたいです」

「どうして」

「さっき道を歩いてたときに、風で汗が引いてしまったからだと思います」

「まあ、大変。オーナーに風邪薬をもらってきましょうか」

「あ、あたしがもらってきます」

「いいからいいから。休んでて」

　洋子は走るようにして部屋を出ていった。おれは体の力を抜き、股を開いてスカートをひらひらさせ、股間に風を送った。真夏に女装用のシークレットショーツはちょっときつい。油断するとすぐに蒸れてしまう。ついでに肩の凝りをほぐした。おれはこれから一晩中、洋子の前でしおらしい女のふりをしなければならないんだ。

　鏡で、もう一度かつらの位置を確認する。

　洋子は五分ほどで戻ってきた。ティッシュに包んだ風邪薬の錠剤とグラスの水をテーブルに置く。

「じゃあ、もう寝なさい。あたしはシャワーを浴びてくるから」

「ありがとうございました。洋子さんって、やさしいんですね」

「女の裸には抵抗はない？」

「恥ずかしいけど、いいです」

「じゃあ、ここで脱ぐわね」

　洋子は素っ裸になって自分のベッドの上に着ていたものを置き、バスルームに入っていく。わざと裸を見せつけて、おれをその気にさせようとしたのかもしれない。あいにくだが、おれは仕事中には誘惑に乗らないことにしている。

　おれはバッグから女物のパジャマを取り出して着替え、ベッドにあおむけになってシーツを被り、目を閉じた。しばらくして、洋子がバスルームから出てくる音がした。おれは目を開けなかった。彼女が近づいてくる気配がする。おれは身構えていて、彼女がおれを襲おうとしたらすぐに行動に移れるようにした。

　しかし、彼女はおれの頬に軽くキスをするだけだった。おれはゆっくりと目を開けた。

　彼女は体にバスタオルを巻いただけの姿だった。

「起きてたの？」

「はい」

「熱は大丈夫？」

「はい。そんなに熱はないみたいです。それよか、せっかくカクテルとおつまみ買ってきたのに無駄になってしまってごめんなさい」

「いいのよ。東京に帰ってから、またいつか飲みましょ。じゃあ、お休み」

「お休みなさい」







【つづく】










俺対ジャックオーランタンのスケッチ











　スケッチをiPadのSketchbookで描きました。レイヤーを作るのを忘れて表紙だけ下書きと同じレイヤーに描いてがっかりしたので、それ以降は下書きなしで描いてます。だんだんごちゃごちゃしてきたので文字だけ色を付けたりしてます。この辺りはタブレット端末だと気楽にやりやすいです。

　ジャックオーランタンロボは頭だけ以前作っていて、これは楽できる！と思ったのに発見できす、全部新調しました。何やってんだか。ついでにぐるぐる飴も新造。

　もうお菓子はあるんで、いたずらさせてくれって話です。


花心
つちやまさみ



10月

人は感情に

動き

一時を

心

静かに







花の名前／ザクロ



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo／第23号の編集後記です。




弾射音／もう23号ですか。感慨深いですね。




murbo／割と続いちゃってますね




murbo／表紙は水シリーズ、長良川です。穏やかな中流直前の辺りはこのようにどどーんと波が出ています。




弾射音／おお、波と岩の静と動が絶妙なコントラストをつくっていますね。




murbo／近所に荒波があるとは思いませんでした。色はかなりいじっちゃってます。

ドラゴンさんのコラムは二回目。文章のリズムがいいなと思って、参加をおねがいしましたよ。




ドラゴン／いやはや、二回とも結果的に思い出話になってしまいました。でも、まだ懐かし地獄は続きます（笑）




murbo／最後にドブに落ちる稲川淳二の怪談みたいで良いと思いますw




ドラゴン／なんか、いやだなぁいやだなぁ……ふっと、後ろを見ると……そこには坊主頭のバカ小学生が！




murbo／志村に教えてあげたいですね。




murbo／渡辺さんの今日の妄想は、不思議な感じのロボット。

そういえば、渡辺さんのトビラもトビラらしくレイアウトを変えて、ドラゴンさんの表紙はiPadのアプリで描いてますよ。

今回はSketchBookというアプリで、文字だけProcreateというアプリなんですけど、次回からは全部Procreateで描きます。700円のアプリですごく調子がいいです。気持ちの上ではなんでもiOSアプリで済ませたいですね。

僕の漫画風イラストもスケッチはiPadで描いてます。




渡辺哲也（以下、渡辺）／トビラ絵ありがとうございました！

ファンド的に出資者を集うような企画PVだったのですが、成立した作品は無かったように思います。

まぁ、そもそもアニメなんて回収しにくいですからねぇ。

自分としては、凄く楽しくて自分の思ってる通りのデザインをした仕事で気に入っているんですよ。

あのメカは、襟首のトコに女子高生3人乗っけるって設定でした。

製作にお金が出てた訳でも無いので、現状権利は自分のトコに残ってると思いますので、今後何かに使うかもです。




murbo／え～、成立無しですか。　世の中アニメで儲かってるようなこと言っても、現実は厳しいですね。

単独で模型化しても困るかな？でもこういうの立体になると楽しそう。




渡辺／ノーマネーでフィニッシュでしたw

模型化か～w　フィギュアにしてWFとかで売るっても事業には程遠いでしょうね～。

んでも、3Dプリンタでオリジナルメカ作りはしようとおもっていますよ。




murbo／単価をめちゃくちゃ上げるか、一般的なフィギュアみたいな価格で量産化か、どちらにしても売るための仕掛けは考えないと在庫が怖いですw




murbo／商品化より作品作りでしょうねぇ。まずはね。




渡辺／今考えてるのは、純粋な作家活動で作品作って公開くらいのつもりです。

自己PRくらいでいいかな～と思ってます。




murbo／立体物をそれなりに仕上げるだけでもてまひまですしね。




ドラゴン／ああ、そうやって形にできるって憧れるなあ……

多関節のアーマチュアを入れて、モデルアニメーションってのは、どうでしょうか（笑）




murbo／わざわざ3DCGで模型つくってねw　関節ごと作れそうですけど。




ドラゴン／そうそう、3DCGでやれるのに、あえてメインのキャラクターはフリッカーだらけのモデルアニメーションww

背景もCGなのに、プロジェクターでフロントプロジェクションとか、狂気の沙汰W




murbo／意外と楽しそうですねw




渡辺／そういうの良いと思います、天邪鬼な事やりたいですねw




murbo／動くジオラマみたいな感じがいいなあ。




渡辺／いまだとVRでやりますか？ってなりますねw

VRなのに、中身全部ミニチュア撮影って面白いかもw




murbo／VR、AR方面ですね。ここはやっぱり実在してるよ!っていうのが力強いと思います。
VRだと思ったら本当にある!とか。




渡辺／それいいですねw　普通にジオラマなんだけど、意味ありげにVRグラスかけて見るとw




murbo／現実にあるものも全部3DCGで出来てて。




渡辺／まぁ、なんにしても金にならないので怪我しないためには深入りしないのが一番という噂もありますがw




murbo／そうですねwさじ加減大切です




渡辺／とりあえず北極大陸の今日の妄想の原稿が立体物になるくらいを目指します。




murbo／小さなことからコツコツとw




ドラゴン／では、周りから「やめなさい」と言われながらも、偏屈モデルアニメーションいつか実現しましょうw




murbo／ボケたおじいちゃんがアニメ作りだけは忘れないというねw




渡辺／逆に綺麗で体裁の整った3DCGよりもエンタメ度が有る気がしますね。




murbo／電子書籍とか3DCGとかデジタルすぎるのに、やることがアナログ。




渡辺／まぁ、デジタルのゴールってアナログですからねw




murbo／確かに目指すのはアナログですねぇ。

電子書籍も現状は紙の本を何かにつけてシミュレーションしたくなってますし。




murbo／そのうち。飛び出す北極大陸を作るときが来るということで、今回も皆さまありがとうございます。

次回も発行できるように頑張りましょうw
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